
  

日本学生支援機構奨学金の 

「継続手続き」に関する補足資料 

（過去に継続手続きを入力した学生向け） 

（給付・学部学生） 
 
 

「継続願」入力期間 
2019年 12月 13日（金） 

～  
2020年  1月 17日（金） 

＜入力時間＞8:00~25:00 
（※12/28～1/5は入力できません） 

※期限厳守※ 
上記期間内に入力が無い場合、2020年 4月

以降の奨学金は「廃止」となり、奨学金は振

り込まれません。 



 

1 

 

スカラネットパーソナルによる継続手続きの方法について 

１．スカラネットパーソナルにログイン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ID・パスワードは

自分で設定した

ものです 

登録していない

方はこちらから

登録して下さい 

ID・パスワードを

忘れた場合はこ

ちらから再登録

して下さい 
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２．「奨学金継続願提出」ボタンをクリック 
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３．継続願を提出する奨学生番号をクリック 

（貸与型と併用している方は複数の奨学生番号が表示されます） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

奨学生番号をクリック 

貸与額通知書はここで

確認できます 
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４．誓約日、氏名、生年月日を入力 

 

 

５．本人情報を確認（誤りがあれば奨学金窓口にお問合せ下さい） 

 

 

 

入力日を記入 

（※半角数字） 

※全角カナ 

※半角数字 

最後に送信ボタン

をクリック 
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６．継続意思の確認 

 

  ※来年度４月から休学や留学を予定している場合や、新たな給付奨学金に申請している学生は、必ず「希

望します」にチェックを入れて下さい。 

※来年度４月以降の奨学金が不要な場合は「希望しません」にチェックを入れて下さい。 

一度入力が完了すると、４月以降奨学金が「辞退」となります。「辞退」になったあとで再度奨学金が

必要になっても、新規申し込みはできませんので、保護者ともよく相談してから決めるようにして下さ

い。 
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７．誓約書情報を確認 

 

 

※住所変更についての注意点※ 

・住所変更に伴い、通学形態が変わる方は、金額変更手続きが必要となります。手続きが遅れる

と、貰える金額が減ったり、給付された奨学金の返戻が必要になったりする場合がありますので、

通学形態が変わる場合は、至急、奨学金窓口にお越しください。 

 

（例１） 

2019年 11月に自宅外→自宅通学に変更。金額変更手続きを 2020年 1 月に行った場合。自宅通学

者は給付額が「０円」となるため、多く受け取った分を返戻する必要があります。 

（例２） 

2019年 11月に自宅→自宅外通学に変更。金額変更手続きを 2020年 1 月に行った場合。金額変更

が反映されるのは、手続きに必要な書類を提出した月からになるため、11～12 月分の給付分は貰

えなくなります。 

  

本人住所が変更になった場

合は、このボタンから変更可 

最後に送信ボタンをクリック 

住民票記載の住所を記載し

て下さい。 
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８．返還の可能性、学業不振の場合の処置、家計支持者が課税対象となった場合についての確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※返還についての注意点※ 

・やむを得ない事由（病気、怪我等）がなく、卒業延期が確定した場合や、修得単位数が少なか

った場合は、奨学金は「廃止」となり、給付された奨学金の返還が必要となる可能性があります。 

 

※廃止・停止についての注意点※ 

・学業成績が不振の場合や、家計支持者の経済状況によっては、次年度の奨学金が「廃止」また

は「停止」となり、奨学金の振込が止まる場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「承知している」にチェックしないと先に進めません 

※「理解している」にチェッ

クしないと先に進めません 
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９．経済状況の確認（両親の収入） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018 年度採用者（奨学生番号５１８から始まる方）と 2019 年度採用者（奨学生番号５１９から始まる方）

でマイナンバーを提出していない者と人物の変更及び追加（再婚等）になった生計維持者は、入力が必要と

なります。 

※平成 31年度または令和元年度（2018年分）の所得課税証明書に記載されている、「所得割額」に金額が記

載されている場合は、「非課税ではありません」にチェックのうえ、「市区町村民税所得割額」にその金額を

入力して下さい。（詳しくはＰ９を参照） 

 

※「非課税です」にチェックした場合は、「市区町村民税所得割額」には入力不要です。 

・青字の記載は、2019年度採用者（奨学生番号が５１９から始まる方）の場合に表示さ

れる設問及び注意書きです。 

・社会的養護を必要とする人は、2、3、4の入力は不要です。 
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※所得課税証明書の注意点※ 

・税額の欄に「＊（アスタリスク）」や「－」の記載がある場合、または、空白で何も書かれてい

ない場合は非課税の証明にはなりません。役所に確認して、「０円」の記載のある証明書を取得す

るための手続きを行って下さい。なお、文字だけの証明書（「非課税であることを証明する」等の

文言が書かれた証明書）は非課税の証明書になります。 

 

※家計支持者の住民票住所が政令指定都市にある場合の注意点※ 

 

「政令指定都市」における所得割額は、税源移

譲前の金額を入力する必要があります。 

＜記載例＞ 

・指定都市以外の標準税率（税源移譲前）に基

づいた税額 

・旧税率で計算した市民税所得割額 

・税源移譲前（市民税所得割） 

・税源移譲関連（市民税） 等 

 

※市民税額の「所得割額」に記載されている

金額を入力します。「均等割額」に金額が記載

されていても、「所得割額」が「０」と記載さ

れていれば「非課税」の扱いになります。 
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１０．学生生活・学習状況の確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１．アンケートに回答 

 

全角で記入してください。数字や英字等が半角になっていな

いか注意して下さい。Windows であれば「Ｆ７」キーで変

換できます。 
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１２．最終確認 

 

 
 

 
 

 

 

 

誤りがないことを確認し、入力内容を必ず印刷

して保管して下さい。 

入力内容に間違いがなければ、送信ボタンを押します。送信ボタンを押し忘れる

と、再び初めから入力となります。 



 

12 

 

１３．受付番号をひかえる 

 

 
 

※受付番号はメモを取るか、画面を印刷して大切に保管して下さい。 

 

１４．提出出来たか確認する 

・3 ページの画面に戻り、「提出済：継続希望」となっているか確認して下さい。 

 

１５．書類提出 1点及び 2点 （全てコピー可） 

（1）家計支持者の平成 31年度市区町村民税（非）課税証明書 

 

※2018 年度採用者（奨学生番号５１８から始まる方）や 2019 年度採用者（奨学生番号５１９か

ら始まる方）でマイナンバー提出していない者と人物が変更及び追加（再婚等）がある生計維持

者は提出が必要です。 

 

※「社会的養護を必要とする人」として採用された者、及び 2019年度採用者（奨学生番号５１９

から始まる方）でマイナンバーを提出した生計維持者は上記の書類は不要です。 

 

 

（2）自宅外通学の認定に関する書類（自宅外通学者のみ） 

 ①家計支持者と住民票住所が異なる場合 

  →家計支持者の住民票（謄本）と奨学生本人の住民票（抄本）それぞれ提出が必要 

 

 ②家計支持者と住民票住所が同一の場合 

  →家計支持者の住民票（1部の住民票謄本） 

と奨学生本人の住所が確認できる公共料金の請求書等 

  

  

  

「継続願」入力後、1月 17日（金）までに奨学係に書類を提出して下さい。 


